


































で世界の日本語教師の数は 64,041 人で、そのうち日本語非母語話者教師（Non-native 
Teacher、以下 NNT）が 7 割を占めていると報告しており、海外の日本語教育の現場では
NNT は多数派の存在であるといえる。一方、日本国内の日本語教育機関における NNT に
対しては現時点では十分には調査が行われておらず、NNT の人数についてのデータが存
在していない。先行研究を見ると、日本国内で NNT の雇用は少ないことが複数の研究で




















































　本稿では、図 1 の枠組みに基づいて NNT の認知に関わる研究を概観していく。
3.　非母語話者教師の認知に関する研究
　阿部・横山（1991）では、海外で日本語を教える NNT の利点を積極的に取り入れた教
授法を展開することを目的に、NT と NNT を対象に調査を実施した。NNT46 名にインタ








　NNT と NT の長所と短所は日本語と母語に関するものが一番多く回答にあげられた。














　以上は日本語教育における NNT の利点であるが、英語教育でも同様のことが NNT の利
点とされている。Reves and Medgyes（1994）では 10 か国 216 名の英語教師を対象に
アンケート調査を行った。対象者の内訳は NNT が 198 名、NT は 19 名であった。調査

























いる NT6 名と NNT3 名にインタビューと授業観察を行った。3 人の NNT はインタビュー
時に教師の役割について話す際、自身の学習者としての経験を話していた。このことより、
Warford & Reeves（2003）は、NNT の方が NT よりも学習者のときの経験がビリーフに














教育現場や学習環境に関するもので、図 1 及び図 2 の「文脈」にあたる。本稿では以降、「文
脈」という用語を使用する。本稿の第 4 章では NNT が学習者と母語・文化背景を共有す








　NNT を調査対象にした研究としては大塚・若月（2002）がある。韓国の NT の働いて
いる現状と問題点を知るために、韓国の大学で日本語を教える NT23 名と韓国人 NNT14


















である「学習者と母語が同じ」と「学習者と文化背景が同じ」という認知を NNT も NT
も持っていることが伺える。一方で、この調査結果では、NNT の利点として阿部・横山


















　大塚・若月（2020）と Saranya・吉田（2012）は、NNT の自国における NNT と NT
がいる教育現場でティームティーチング（2）を行っている。ティームティーチングを行うと





























対象に調査を行った。北陸大学では 2004 年から姉妹校の中国人 NNT を 1 年間日本語科
目担当者として受け入れている。中国人 NNT の受け入れの目的は、2004 年受け入れ当
－ 8－
初は「①学生確保のため」「②学生の生活支援のため」であった。しかし、その他にも日
本での NNT の役割も数多くあるために現在も中国人 NNT を採用している（横田 2013：
324）。2004 年から 2013 年までの間、中国の 6 つの姉妹校の中から毎年 3、4 名の中国
人 NNT を受け入れている。中国人 NNT は基本的には中国語を使用せず、NT と同様に日
本語で授業を行っている。北陸大学で日本語の授業を受講している留学生は全員中国出身
で、留学する前に送り出し校である姉妹校で 2 年間日本語を学んでいる。横田（2013）


























　英語教育における NNT についての研究としては Yin & Braine（2007）がある。香港
の大学生を対象に、「香港の大学生の英語 NNT についての態度はどのようなものか」「学
生から見た英語 NNT の長所と短所は何か」を明らかにすることを目的に調査を行った。
420 名を対象にアンケート調査を行い、さらにその中の 10 名に 30 分から 90 分のフォ
ローアップ・インタビューを行った。アンケートは、「NNT よりも NT の方と親しくなり
たい」「NT と同じように NNT から学ぶことができる」等の 13 項目の質問に対して、「強
－ 9－
く反対」から「強く賛成」の 4 件法で回答する。フォローアップ・インタビューは「大





















　NNT の自国では、教育現場に NT がいる場合もあり、NT の対比として NNT の母語に
注目が向きやすくなる。また、海外の現場の場合、学習者は NNT と同じ国籍、同じ母語
を持つことから、母語や文化背景を共有するという利点が強く注目される。



















対象の教育機関には NT もおり、NNT も NT も同じような役割でクラスを担当している。


































んどの学習者が NNT も NT も関係なく同じと回答している。しかし、辛（2006）では、
発音に関しては 学習者は NT を「絶対的基準」として捉え、NNT を「許容範囲」と受け
入れていると考察している。学期終了時の調査の学習者の評価は、「NNT がいて良かった」
が 84％、「普通」が 16％、「良くなかった」が 0％であった。「普通」と回答した理由に
ついて辛（2006）は、母語・国籍より教師としての資質の方を学習者が重視していると































































の枠組み（図 1）に、文脈（教える環境）の異なりが NNT の認知に影響を与えていたと
いう点を新たに付け加えることとする。

























分類している。a. 観察、b. 自己申告、c. 口頭記録、d. 反省手記、である。笹島・ボーグ（2009）
が概観した先行研究には、これらの調査手法を単独で用いた研究ばかりでなく、複数の手
法を組み合わせることで「言語教師認知」の変容のプロセスを捉えた研究がある。本稿で






























（2）  この場合のティームティーチングとは、2 名の教師が同時に教室を入ることのみを指
すのではなく、一つのクラスを曜日または時限に分けて担当する場合も含む。
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Abstract
An Overview of the Cognition of Non-Native Language Teachers: Do They Share Their 
Native Languages and Cultural Backgrounds with Students?
MASAKO TAKAHASHI
In this paper, I present a literature review of studies concerning the cognition of non-
native teachers (NNTs) to observe how they perceive their advantages. First, the studies 
were divided into two categories based on the NNT’s perspective of whether their 
native languages and cultural backgrounds should be shared with their students. Next, I 
referred to the framework of the “Elements and Process of Language Teacher Cognition” 
by Sasajima and Borg (2009) and analyzed how cognition differs according to context. I 
observed that in the context wherein NNTs’ native languages and cultural backgrounds 
are shared, their cognition tends to be directed toward how the sharing can be applied 
in classroom practice. In contrast, in the context where sharing is absent, their cognition 
tends to be directed toward the personality or the knowledge and skills of each  teacher. 
Based on this observation, I confirm that the advantages that NNTs perceive they have 
substantially differ on the basis of context.
Keywords:  non-native teachers, language teacher cognition, Japanese language 
education, advantages of non-native teachers, sharing of native language/
cultural background
